
明日へ向けてのアピール（35） 

手話施策推進法を活かして手話言語環境を整備し、 

豊かな学びを保障する教育現場を 
 

2025（令和 7）年６月 25日、「手話に関する施策の推進に関する法律（手話施策推進法）」

が公布・施行されました。東京 2025デフリンピック開催に伴い、昨年は全国討論集会を休

止し、代替事業として群馬県で「ろう教育を考える研修会」を開催しました。そこでは、

手話施策推進法を活かすために私たちに何ができるのかを参加者一人ひとりが考え、学び

合いました。また、東京 2025デフリンピックを通して、きこえない・きこえにくい子ども

たちが感動し、夢や希望を描いたことが、会報『ろう教育の“明日”』に寄せられた聴覚特

別支援学校の実践報告からもうかがえました。 

 そして、2026 年８月８日から９日にかけて、第 35 回ろう教育を考える全国討論集会を

和歌山県和歌山市で開催しました。全国から 212名の仲間が集い、「手話施策推進法でろう

教育の未来を切り拓く！」をテーマに、熱心な議論を交わしました。 

 基調報告では、手話施策推進法を教育現場における手話言語環境の整備につなげるため、

全国が力を合わせて取り組んでいくことを確認しました。 

 記念講演では、特定非営利活動法人つくし聴覚・ろう重複センターの武田太一氏から、

「ろう重複児・者の言語獲得と集団性の意義・これから望むこと」をテーマにご講演いた

だきました。ろう重複障害児・者とその家族への支援の重要性や、支援に携わる専門性の

必要性について、多くの示唆をいただきました。 

 また、初めての試みとして談話会を設け、武田氏を交えてろう重複児支援について語り

合い、理解を深める貴重な機会となりました。 

 特別講座では、早瀬憲太郎氏による「想像力と感情を育てる絵本の手話語り」が行われ

ました。記念講演で語られた「高いコミュニケーションスキル」の重要性ともつながる内

容であり、手話による豊かな表現の可能性を学ぶ機会となりました。 

 さらに、小・中・高校生企画や「ろう重複なかまの集い」も開催し、世代や立場を超え

て交流を深めることができました。 

 第１分科会では「乳幼児・保護者への早期支援」をテーマに、和歌山県や東京都での実

践から学び、望ましい支援のあり方について意見を交わしました。第 2 分科会では「ろう

学校・地域とのつながり」をテーマに、福岡県での実践をもとに各地の取り組みを共有し、

それぞれの地域における課題や展望について議論しました。 

 私たちは、子どもたちがどこで療育・保育・教育を受けていても、きこえない・きこえ

にくい子ども同士の集団の中で育つ機会が保障される社会を目指していかなければなりま

せん。近年、聴覚障害児支援中核機能強化事業を実施する自治体も増えてきています。乳

幼児期から就労まで切れ目のない支援を実現するためには、当事者の参画が欠かせません。

教育・医療・福祉・行政、そして当事者・保護者が、それぞれの立場や思いを共有し、子ど

もを真ん中に据えた真の連携と協働を進めていきましょう。 

 次回の第 36回ろう教育を考える全国討論集会は、茨城県水戸市で開催します。それぞれ

の地域での実践や成果、課題を持ち寄り、さらに学びを深め、ろう教育の未来をともに切

り拓いていきましょう。来年の夏、水戸で皆さんと再会できることを楽しみにしています。 

 

2026年８月９日 

第 35回ろう教育を考える全国討論集会 in わかやま 参加者一同 


